
積　211・44㎞2
　　　　23，816
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　　　　50，026

帯数　　　10，384
　　（住民基本台帳人口）

面
男
女
計
世
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昭
和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

総
額
十
一
億
九
百
万
円
を
可
決

投
資
的
事
業
に
三
十
五
％

　
昭
和
四
十
三
年
度
十
日
町
市
第
一

回
定
例
市
議
会
は
、
二
十
五
日
の
本

会
議
で
四
十
三
年
度
予
算
案
な
ど
を

可
決
、
十
八
日
間
の
全
日
程
を
終
わ

り
ま
し
た
。

　
今
議
会
で
上
程
可
決
さ
れ
た
、
昭

和
四
十
三
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

は
昨
年
度
に
比
べ
約
一
億
五
千
万
円

増
の
十
一
億
九
百
万
円
の
大
型
予
算

に
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
才
出
は
投
資
的

事
業
に
ふ
り
向
け
ら
れ
た
予
算
は

総
予
算
額
の
三
十
五
・
六
％
で
前

年
を
三
・
六
％
上
回
っ
て
い
ま
す
が

主
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

総
務
費
二
億
八
千
四
百
九
十
万
一
千

　
円
（
継
続
事
業
第
二
年
目
の
市
役

　
所
庁
舎
建
設
事
業
一
億
三
千
六
百

　
万
円
）

民
生
費
一
億
五
千
七
百
六
万
七
千
円

衛
生
費
六
千
百
九
十
二
万
四
千
円

　
　
（
予
備
貯
溜
槽
八
百
三
十
万
円
、

　
下
条
地
区
簡
易
水
道
施
設
補
助
金

　
二
百
七
十
二
万
円
）

農
林
水
産
業
費
七
千
二
百
二
十
八
万

　
四
千
円

商
工
費
五
千
五
百
四
＋
九
万
八
千
円

消
防
費
五
千
十
三
万
四
千
円

教
育
費
一
億
九
千
五
万
十
三
千
円

　
（
下
条
小
改
築
二
千
四
百
万
円
、

　
ス
キ
ー
場
用
地
買
収
二
百
五
十
万

貸　 付　 金

　35，076千円32％
椎持補修費
　！9，274千円17％
災害復旧事業費

そ18「餅千覧口％　性質別分析表

　　9，704千円　09％

　
円
）

災
害
復
旧
費
千
八
百
六
十
七
万
六
千

　
円

北
越
北
線
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
二
十

期
工
事
認
可

　
北
越
北
線
建
設
計
画
第
一
期
工
事

（
六
日
町
～
†
日
町
）
が
去
月
二
十

八
日
運
輸
大
臣
か
ら
正
式
認
可
が
あ

り
二
十
日
南
魚
六
日
町
で
関
係
者
多

数
が
集
り
、
喜
び
の
起
工
式
が
行
わ

れ
ま
す
。
同
線
は
信
越
本
線
直
江
津

駅
と
上
越
線
六
日
町
駅
と
を
結
ぶ
延

日
に
起
工
式

長
七
＋
四
♂
で
、
関
東
と
北
陸
地
方

を
つ
な
ぐ
短
路
線
と
し
て
の
使
命
を

も
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
翻
可
さ
れ

た
第
一
期
工
事
は
六
日
町
～
十
日
町

間
約
十
六
キ
。
で
、
地
元
民
多
年
の
夢

を
よ
う
や
く
実
現
し
た
と
思
い
ま

す
。
工
事
は
六
日
町
を
起
点
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
♪
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃
〃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
’

主体工事はじまる

市役所庁舎建設

降雪期間一時休止していた市役所庁舎建設工事は、豪雪

で雪消えがおそかったため若干遅れていますが、去月中

句から主体工事の型枠組みが急ピツチで進められていま

す。同庁舎は鉄筋コソクリート四階建延約四千八百平方

耕で本苧十一月いっばいまでに工事を終わる予定です。

“
畿
聴
賦
畿
賦
畿
畿
畿
畿
“
畿
畿
訟
“
畿
畿
“
畿
畿
畿
畿
“
訟
畿
賦
畿
歌
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畿
畿
訟
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聴
い
畿
い
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約
四
キ
。
で
赤
倉
ず
い
道
に
入
り
、
赤

倉
信
号
所
津
池
を
経
て
＋
四
キ
。
で
さ

ら
に
約
十
キ
。
の
ず
い
道
を
出
て
飯
山

線
に
入
る
と
い
う
も
の
で
す
。

原
付
自
転
車
な
ど

の
月
割
課
税
廃
止

　
軽
自
動
車
税
の
う
ち
原
動
機
付
自

転
車
及
び
農
耕
作
業
用
自
動
車
に
つ

い
て
は
四
月
一
日
以
後
購
入
、
廃
車

し
た
場
合
、
月
割
課
税
、
月
割
還
付

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
制
度

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
陸
運
事

務
所
取
扱
い
の
も
の
に
つ
い
て
は
現

行
ど
う
り
で
．
あ
り
ま
す
。

秋
植
造
林
補
助
申

請
と
苗
木
の
注
文

　
市
で
は
昭
和
四
十
三
年
度
秋
植
造

林
補
助
申
請
と
、
造
林
用
苗
木
（
杉

松
）
の
注
文
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　
申
請
有
は
農
事
連
絡
員
宅
に
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
造
林
地
一
ヵ
所
一

枚
毎
に
記
入
し
五
月
八
日
ま
で
に
農

事
連
絡
員
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

苗
木
は
市
役
所
に
注
文
さ
れ
る
場
合

は
農
事
連
絡
員
に
申
し
込
み
ね
が
い

ま
す
．

　
な
お
本
年
度
か
ら
小
規
模
な
だ
れ

防
止
事
業
（
段
切
巾
二
百
材
）
の
補

助
も
行
な
う
予
定
で
す
。

市
税
の
前
納
に
対
す
る

　
　
　
　
　
報
奨
金
交
付
制
度
の
利
用

　
昭
和
四
十
三
年
度
固
定
資
産
税
、

県
市
民
税
等
（
特
別
徴
収
を
除
く
）

を
各
納
期
ご
と
に
納
付
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
納
税
通
知
書
に

記
載
さ
れ
た
各
期
別
の
税
金
を
一
時

に
納
付
さ
れ
ま
す
と
、
別
表
の
計
算

例
に
よ
る
前
納
報
奨
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
，

※
さ
れ
る
場
合
は
、
印
か
ん
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
な
お
納
税
組
合
員
で

（第1期の納期限までに年税額を一時に納付した場合）税固定資産
明

⊥
㎜
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納
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各限期

30
　
創
　
3
0
　
3
0

　
●

4
　
7
　
9
　
n

納

34

U男期

期
　
期
　
期
期

1
　
2
　
3
　
4
　
計

第
　
第
　
第
　
第

前
納
さ
れ
る
方
は
粗
合
長
に
そ
の
旨

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
献
血
に
つ
い
て

　
　
ご
協
力
を

　
日
赤
血
液
セ
ソ
タ
ー
の
移
動
採
血

車
「
ゆ
う
あ
い
号
」
が
つ
ぎ
の
日
程

で
来
市
し
ま
す
の
で
、
献
血
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
献
血
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
市
役

所
衛
生
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。二

十
三
日
　
午
前
十
一
時
こ
午
後
五

時
十
日
町
郵
便
局

二
十
四
日
　
午
前
九
時
之
午
後
四
時

関
芳
職
物
株
式
会
社
女
子
寮
前

　
　
参
議
院
議
員
選

　
　
挙
の
標
語
募
集

募
集
〆
切
　
四
月
二
十
日

用
　
紙
　
官
製
は
が
き
　
一
枚
一
句

　
　
　
　
一
人
二
枚
ま
で

賞
金
一
等
一
人
二
万
円

　
　
　
　
二
等
三
人
　
各
一
万
円

　
　
　
　
三
等
五
人
　
各
三
千
円

　
増
え
た
即
時
通

　
話
の
相
手
局

　
三
月
下
旬
か
ら
つ
ぎ
の
と
お
り
即

時
通
話
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

▼
一
〇
三
番
申
込
局

加
茂
、
羽
生
田
、
京
ヶ
瀬
、
水
原
、

　
　
局

見
附
局
市
外
局
番
（
〇
二
五
八
六
二
）

今
町
局
（
〇
二
五
八
六
六
）

　
　
　
　
　
十
日
町
電
報
電
話
局

村
杉
温
泉
、
安
田
局
。
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贋
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
▼
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
に
な
っ
た
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

中
林
教
育
長

　
市
教
育
長
中
林
久
平
氏
は
去
月
三

十
日
慢
性
じ
ん
炎
の
た
め
、
長
岡
日

赤
病
院
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
．
五
十

九
才
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

　
中
林
氏
は
新
潟
師
範
卒
教
員
生
叩
叩

活
三
十
四
年
、
昭
和
三
十
八
年
南
中
㎜
皿

学
校
長
か
ら
市
教
育
長
に
就
任
、
学

校
統
合
や
、
教
育
施
設
の
整
備
な
ど

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
国
で
は
故
中
林
氏
の
教
育
界
…
…

で
の
功
績
に
対
し
て
九
日
付
正
五
位
朋

勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
お
く
る
こ
と
”
”

を
決
め
ま
し
た
。

市
役
所
人
事

　
　
　
　
　
　
四
月
一
日
付

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
　
霜
垣
”

　
　
　
　
正
秋
（
六
箇
出
張
所
主
任
）

庶
務
課
長
　
桑
原
一
郎
（
会
計
課
長
）

　
　
　
　
補
佐
）

市
長
室
長
補
佐
　
本
田
欣
二
郎
（
市
㎜

　
　
　
　
長
室
秘
書
係
長
）

衛
生
課
長
補
佐
　
山
田
又
重
（
税
務

　
　
　
　
課
市
民
税
係
長
）

水
道
課
長
補
佐
　
佐
藤
勝
己
（
建
設
…

　
　
　
　
課
都
甫
計
画
係
長
）

市
長
室
秘
書
係
長
　
近
藤
哲
雄
（
市
”
．

　
　
　
　
長
室
企
画
係
長
）

税
務
課
市
民
税
係
長
　
徳
永
成
太

　
　
　
　
（
税
務
課
固
定
資
産
税
係
”
…

　
　
　
　
長
）

税
務
課
固
定
資
産
税
係
長
　
村
山
公

　
　
　
　
一
（
税
務
課
税
政
係
）

六
箇
出
張
所
主
任
　
俵
山
利
雄
（
農

　
　
　
　
林
課
農
業
土
木
係
）

会
計
課
出
納
係
長
　
涌
井
博
（
会
計
…

　
　
　
　
課
主
事
）

税
務
課
評
価
係
長
　
山
内
文
二
（
税
…

　
　
　
　
務
課
税
政
係
）

建
設
課
都
市
計
画
係
長
　
真
霜
啓
一

　
　
　
　
　
（
水
道
課
工
務
係
）

会
計
課
長
　
中
町
由
雄
（
市
長
室
長
慨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
●

…
　
薦
．
…
護
灘
…
麟
鵜

公
民
舘
行
事

　
　
成
人
教
室
（
夜
七
時
～
九
時
ま
で
）

　
四
月
二
十
日
　
成
人
の
権
利
と
義
務

　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
四
月
二
十
五
日
　
成
人
期
の
健
康
管

　
　
　
　
　
　
　
　
理
に
つ
い
て

　
五
月
二
日
　
成
人
期
の
心
理
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
て

一
”
五
月
九
日
　
成
人
の
心
得
に
つ
い
て

　
　
合
唱
教
室
（
夜
七
時
三
十
分
セ
九

　
　
　
　
　
　
時
三
十
分
ま
で
）

　
四
月
十
八
・
二
十
五
日
う
た
の
練
習

　
　
料
理
教
室
（
午
後
一
時
≧
四
時
ま

　
　
　
　
　
　
で
）

　
四
月
二
十
日
　
上
手
な
て
ん
ぶ
ら
の

　
　
　
　
　
　
揚
げ
方

　
　
　
　
　
　
会
費
　
百
五
十
円

　
脚
手
芸
教
室
（
午
後
一
時
匙
五
時
ま

　
　
　
　
　
　
で
）

　
更
生
の
生
地
で
型
紙
を
使
っ
た
子
供

　
服
の
つ
く
り
方

　
用
意
す
る
も
の

　
①
着
古
し
の
服
生
地
を
持
参

…
②
裁
縫
の
用
具

㎜
…
五
月
に
も
う
一
度
お
こ
な
い
ま
す
．

『
N
H
K
花
の
パ
レ

ー
ド
』
公
開
録
言

㎜
と
　
き
　
五
月
七
日
（
火
）
午
後
六

　
　
時
三
十
分

　
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
舘

　
出
演
者
　
日
野
て
る
子
、
黛
ジ
ュ
ン

　
　
山
本
リ
ン
ダ
．
美
川
憲
一
、
鏡
五

　
　
郎

　
　
伴
奏
　
東
京
放
送
管
絃
楽
団

　
　
合
唱
　
東
京
放
送
合
唱
団

　
　
指
揮
土
橋
啓
二

　
主
催
N
H
K
新
潟
放
送
局

　
　
十
日
町
市
く
ら
し
に
生
か
す
放
送

　
　
利
用
運
動
推
進
協
議
会

…
…
放
送
日
　
五
月
十
六
日
（
木
）

　
　
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
午
後
七
時
三
十

　
　
分
か
ら
八
時
ま
で
全
国
放
送

　
入
場
方
法
　
入
場
希
望
者
は
往
復
は

　
　
が
き
で
四
月
二
十
五
日
（
金
）
ま

　
　
で
に
新
潟
市
弁
天
町
一
の
四
四
国

　
　
H
K
新
潟
放
送
局
「
花
の
パ
レ
ー

　
　
ド
」
公
開
録
音
係
あ
て
申
し
込
ん

　
　
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数
の

　
　
場
合
は
締
切
後
抽
せ
ん
。

　“7
｝

一306一
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締
切
り

　
県
住
宅
供
給
公
社
の
中
条
旭
ケ
丘

分
譲
住
宅
募
集
は
今
月
二
＋
日
期
限

と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
三
十
日
ま

で
延
期
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
す
で
に
申
込
み
希
望
者
に

は
、
住
宅
公
社
の
説
明
会
等
で
そ
の

概
要
は
ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
新
規

申
込
み
の
か
た
に
も
ご
理
解
い
た
だ

く
た
め
募
集
に
つ
い
て
の
ご
案
内
を

い
た
し
ま
す
。

建
設
場
所
　
飯
山
線
魚
沼
中
条
駅
裏

　
側

建
設
敷
地
　
約
三
一
、
〇
二
〇
平
方

　
㌶
旭
ヶ
丘
団
地

建
設
計
画
戸
数
約
一
〇
三
戸

一
戸
当
り
敷
地
　
二
〇
〇
平
万
嫡

1階

o†一1　1『L話5寸2，730

　
　
　
　
舘

¶
唄
井
、
嘱

じ
蜘
↑
ー
r
仁

f
くイ

三
十
日
ま
で

旭
ヶ
丘
分
譲
住
宅
申
込
み

（
約
六
十
坪
）
土
留
メ
コ
ン
ク
リ

ト
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
物
干
鉄
柱
、
垣

根口
戸
当
り
建
設
面
積
　
木
造
二
階
建

　
延
べ
五
十
九
・
五
平
方
摺
（
約
十

　
八
坪
）

　
繭
階
玄
関
．
台
所
兼
食
堂
．
浴

　
　
　
　
室
、
便
所
、
洗
面
所
、
六

　
　
　
　
畳
居
間

　
二
階
　
六
畳
四
、
五
畳
の
二
間

設
備
電
気
、
ガ
ス
、
水
、
道
、

　
電
灯
、
ス
テ
γ
製
流
し
、
コ
ソ
ロ

　
台
，
ガ
ス
風
呂
釜
付

四
　
　
囲
　
幹
線
道
路
巾
員
六
厨
、

　
支
線
四
層
、
側
溝
兼
排
水
路
、
緑

　
地
（
約
三
百
坪
）

出批」
卜2環“寸叫一一一博

訂
コ

ご
募
輿
戸
数
　
昭
和
四
十
四
年
九
月
竣

　
工
　
五
十
戸
．
昭
和
四
十
五
年
九

　
月
竣
工
　
十
戸
。

大
体
の
分
譲
価
格

　
ω
分
譲
価
格
（
四
十
四
年
九
月
竣

　
工
分
）
約
二
百
七
十
四
万
五
千
円

資
金
内
訳
　
（
四
十
四
年
九
月
竣
工

　
分
）

　
頭
　
金
　
約
百
五
十
三
万
五
千
円

　
（
一
年
半
積
立
）

公
庫
融
資
　
約
百
二
十
一
万
円

　
偶
分
譲
価
格
（
四
十
五
年
九
月
竣

　
工
分
）
約
三
百
九
万
円

資
金
内
訳
　
　
（
四
十
五
年
九
月
竣
工

　
分
）

　
頭
金
約
百
八
＋
万
円
（
二
年

押λ

5帖

欄P押

入

4．5帖

櫛一↓

『6

　3階

「
，1三）’

！
つ濁

　
半
積
立
）

公
庫
融
資
　
約
百
二
十
九
万
円

公
庫
融
資
の
償
還
方
法
　
利
息
年
利

　
五
分
五
厘
　
十
八
年
元
利
均
等
償

　
還
四
十
四
年
九
月
の
分
百
二
十

　
一
万
円
で
月
八
千
八
百
三
十
六
円

　
四
十
五
年
九
月
の
分
　
百
二
十
九

　
万
円
で
月
九
千
四
百
二
十
一
円

　
な
お
詳
細
は
市
長
室
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

小
杉
、
二
瓶
さ
ん

に
感
謝
状

　
　
　
　
優
良
統
計
調
査
員

　
市
で
は
こ
の
ほ
だ
優
良
統
計
調
査

員
と
し
て
つ
ぎ
の
両
氏
に
、
感
謝
状

と
記
念
品
を
贈
り
功
績
を
た
た
え
ま
…

し
た
．

　
両
人
と
も
昭
和
三
十
五
年
以
来
統
…

計
調
杳
員
と
し
て
各
種
統
計
調
査
に

協
力
た
さ
れ
も
の
。

　
　
小
杉
広
作
（
袋
町
）

　
　
二
瓶
清
一
（
四
日
町
）

融
雪
期
に
多
い
ナ
ダ
レ
や
地
す
べ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
　
　
　
　
山
菜
と
り
な
ど
充
分
ご
注
意
を

　
本
格
的
な
融
雪
期
を
迎
え
て
県
内

各
地
で
雪
ど
け
に
よ
る
土
砂
崩
れ
や

地
す
ぺ
り
な
ど
が
頻
発
し
て
い
ま

す
。
市
内
で
も
最
近
下
条
上
新
田
地

内
の
土
砂
く
ず
れ
や
、
小
規
模
な
が

ら
各
所
で
崩
土
現
象
が
起
き
て
い
ま

す
の
で
　
こ
れ
ら
に
ょ
る
災
害
の
ギ

セ
イ
か
ら
守
る
た
め
つ
ぎ
の
こ
と
に

注
意
し
ま
し
よ
う
。

0
ナ
ダ
レ
危
険
箇
所
は
つ
と
め
て
見

廻
わ
り
災
害
発
生
の
場
合
は
早
め
に

連
絡
す
る
こ
と
。

O
地
す
べ
り
地
帯
は
も
ち
論
．
危
険

と
思
わ
れ
る
場
所
で
の
山
菜
と
り
は

な
る
ぺ
く
さ
け
る
よ
う
に
。

0
雪
ど
け
に
よ
る
河
川
の
増
水
が
予

想
さ
れ
ま
す
か
ら
子
供
を
川
原
で
遊

ば
せ
な
い
よ
う
。

　
地
代
、
借
賃
増
減
請
求
の
あ
っ
た

場
合
は
ど
う
変
ひ
た
の
で
す
か

　
公
租
公
課
が
あ
が
っ
た
り
、
付
近

の
地
価
が
高
く
な
っ
た
場
合
に
は
、

地
主
、
賃
貸
人
の
ほ
う
か
ら
　
地
代

ま
た
は
借
賃
の
増
額
の
請
求
が
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
（
借
地

法
十
二
条
一
項
）

　
と
こ
ろ
で
．
増
額
の
請
求
が
さ
れ

ま
す
と
．
そ
の
意
思
表
示
に
よ
っ
て

適
正
額
ま
で
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
例
え
ぱ
地
代
千
円
で
あ
っ

た
場
合
に
「
付
近
の
地
代
が
あ
が
っ

た
か
ら
二
千
円
に
増
額
す
る
」
と
貸

主
が
意
思
表
示
を
し
た
場
合
、
要
件

が
充
た
さ
れ
て
い
れ
ぽ
当
然
に
適
正

額
ま
で
地
代
が
あ
が
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
さ
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
借
地
人
の
ほ
う
で

「
そ
れ
は
高
過
ぎ
る
」
と
い
っ
て
争

い
ま
す
と
、
適
正
額
は
い
く
ら
か
を

め
ぐ
っ
て
紛
争
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
そ
し
て
借
地
人
の
は
う
で
、
千
三

百
円
が
相
当
だ
と
い
っ
て
そ
の
額
だ

〈
解
説
〉

収
去
土
地
明
渡
の
訴
訟
に
な
る
わ
け

で
す
。

　
裁
判
所
で
は
適
正
額
は
い
く
ら
か

と
認
定
す
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
が

決
ま
る
ま
で
の
間
相
当
の
期
間
が
た

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

改
正
借
地
借
家
法

け
地
主
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
く
と

地
主
の
ほ
う
で
は
受
取
ら
な
い
．
し

か
た
が
な
い
か
ら
供
託
す
る
と
い
う

こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
す
る
と
地
主
の
ほ
か
ら
賃
料
不
払

だ
と
い
っ
て
契
約
を
解
除
し
、
建
物

⑥

　
そ
こ
で
千
六
百
円
が
適
正
な
賃
料

だ
と
決
ま
っ
て
も
、
そ
の
間
の
賃
料

不
払
を
と
ら
え
て
債
務
不
履
行
だ
と

し
て
契
約
解
除
を
主
張
し
て
争
わ
れ

る
の
で
す
。

　
そ
れ
で
今
回
の
改
正
で
は
、
増
額

請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
当
事
者
間
で

協
議
が
整
わ
な
い
と
き
は
、
借
地
人

は
増
額
を
正
当
と
す
る
裁
判
が
確
定

す
る
ま
で
自
分
の
相
当
と
思
う
額
を

払
っ
て
お
け
ば
よ
い
。
そ
の
代
わ
り

そ
の
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
は
、
借

地
人
は
既
に
支
払
っ
た
額
で
不
足
で

あ
る
と
き
は
、
不
足
額
に
年
一
割
の

利
息
を
つ
け
て
支
払
い
な
さ
い
。
も

し
、
地
主
の
ほ
う
で
超
過
し
た
額
を

受
取
っ
て
い
た
と
き
は
、
超
過
額
に

年
一
割
の
利
息
を
つ
け
て
借
地
人
に

返
し
な
さ
い
。
と
い
5
こ
と
に
し
て

債
務
不
履
行
に
よ
る
契
約
解
除
の
間

題
が
起
き
な
い
よ
う
に
し
て
、
法
律

関
係
の
明
確
化
を
は
か
っ
た
の
で
す

（
借
地
法
第
十
二
条
第
二
項
、
第
三

項
）
。
　
（
†
日
町
地
区
調
停
協
会
）

、
、
三
千
万
円
が
灰

昨
年
の
火
災
損
害

　
春
先
は
空
気
も
乾
燥
し
て
火
災
の

起
き
や
す
い
季
節
で
す
。
昨
年
市
内

で
の
火
災
発
生
状
況
を
み
ま
す
と
総

件
数
四
十
件
で
前
年
よ
り
九
件
多
く

〈
金
　
賞
V

な
っ
て
お
り
こ
の
う
ち
建
物
二
十
七

↑
、
山
林
原
野
九
件
、
そ
の
他
五
件

で
損
害
額
は
お
よ
そ
二
千
九
百
五
十

万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
昨
年
市
消

防
後
援
会
で
は
市
内
小
、
中
学
校
生

徒
児
童
か
ら
防
火
思
想
普
及
を
は
か

る
た
め
作
文
を
募
集
し
ま
し
た
が
金

賞
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

リ
ッ
カ
ー
ミ
シ
ン
の
か
じ

十
日
町
小
三
年
一
組
　
　
飯

　
　
ぽ
く
は
、
よ
る
十
二
時
．
こ
ろ
、
お

　
べ
ん
じ
ょ
に
行
く
の
で
お
き
ま
し

”
た
．
お
べ
ん
じ
ょ
か
ら
か
え
る
と
ち

　
ゅ
う
お
か
あ
さ
ん
と
あ
い
ま
し
た
。

　
か
い
だ
ん
を
の
ぽ
る
♪
ち
ゅ
う
、
な

　
に
か
け
む
り
く
さ
い
の
で
ぽ
く
は
、

　
「
あ
れ
」
と
い
っ
て
お
か
あ
さ
．
ん
に

　
「
な
に
か
け
む
り
く
さ
い
よ
」
と
い

　
い
ま
し
た
。
は
な
し
て
か
ら
、
に
か

　
い
に
の
ぽ
っ
て
お
も
て
が
わ
の
ま
ど

　
を
あ
け
て
見
た
ら
、
前
の
家
の
右
よ

　
こ
の
リ
ッ
カ
ー
、
ミ
シ
ソ
の
ま
ど
か
ら

　
け
む
り
が
で
て
い
た
の
で
、
　
（
へ
ん

　
だ
な
あ
）
と
思
い
な
が
ら
ず
っ
と
見

　
て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
ま
ど
か

　
ら
火
が
ポ
ー
と
で
て
き
た
の
で
ぼ
く

　
は
下
に
か
け
お
り
、
お
か
あ
さ
ん
に

　
「
リ
ッ
カ
ー
、
ミ
シ
ン
か
ら
火
が
で
て

　
る
よ
」
と
さ
け
ん
だ
ら
お
か
あ
さ
ん
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塚

博

実

も
「
し
っ
て
る
よ
、
た
い
へ
ん
だ
し

と
さ
け
び
ま
し
た
。
ま
ど
か
ら
出
た

火
は
、
前
の
あ
た
ん
の
戸
を
バ
ン
バ

γ
と
も
や
し
て
、
に
か
い
に
も
え
う

つ
り
ま
し
た
．
お
と
う
さ
ん
は
、
「
だ

れ
か
は
や
く
し
ょ
う
ぽ
う
し
よ
に
で

ん
わ
を
か
け
ろ
」
と
い
っ
て
火
を
け

す
と
い
う
の
で
、
外
に
乏
び
出
て
い

き
ま
し
た
。
だ
れ
か
し
ら
な
い
人

が
、
「
火
事
だ
’
火
事
だ
」
と
大
き

な
声
で
な
に
か
を
ガ
ン
ガ
ン
な
ら
し

て
は
し
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は

（
ど
こ
へ
に
げ
よ
う
か
な
）
と
考
え

ま
し
た
。
に
か
い
に
ね
て
い
た
リ
ッ

カ
ー
の
お
か
あ
さ
ん
と
、
お
と
う
さ

ん
が
、
に
か
い
の
ま
ど
か
ら
ふ
と
ん

を
お
ろ
し
て
そ
の
上
へ
と
び
お
り
ま

し
た
。
と
び
お
り
た
と
思
っ
た
ら
、

〈
金
　
賞
〉

ど
ち
ら
か
の
人
が
、
き
ぜ
つ
を
し
ま

し
た
．
ぽ
く
は
ぼ
く
の
家
に
も
け
む

り
が
は
い
っ
て
き
た
の
で
、
ま
ど
を

し
め
て
し
た
に
か
け
お
り
ま
し
た
．

お
み
せ
に
出
て
み
て
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
す
ご
い
人
で
す
。
ぼ
く
た
ち

が
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
お
ば
さ
ん

が
「
ひ
ろ
み
た
ち
学
校
の
ど
う
ぐ
を

持
っ
て
き
な
」
と
ど
な
り
ま
し
た
。

や
が
て
、
ウ
ー
ウ
ー
と
サ
イ
レ
ン
を

な
ら
し
て
し
ょ
う
ぽ
う
し
や
が
き
ま

し
た
。
火
は
四
十
分
ぐ
ら
い
も
え
っ

づ
け
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
し
ょ

う
ぽ
う
の
お
じ
さ
ん
や
、
き
ん
じ
ょ

の
人
の
お
か
げ
で
火
は
や
っ
と
け
し

と
め
ま
し
た
。
し
か
し
と
て
も
ひ
ど

い
も
え
か
た
で
す
。
き
え
て
か
ら
に

か
い
に
い
こ
う
と
し
ま
し
た
が
ぽ
く

は
（
や
っ
ば
り
下
で
ね
よ
う
。
）
と

思
い
ま
し
た
。
下
へ
お
り
て
か
ら
、

お
ば
あ
さ
ん
に
ふ
と
ん
を
し
い
て
も

ら
っ
て
ね
よ
う
と
し
て
も
な
か
な
か

ね
む
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
し
て
か

じ
に
な
っ
た
か
お
か
あ
さ
ん
に
き
い

て
見
た
ら
、
　
「
た
ぽ
こ
の
す
い
が
ら

を
ご
み
ば
こ
に
す
て
て
、
そ
こ
か
ら

火
が
出
た
ん
だ
ろ
う
」
と
い
い
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
　
（
火
事
っ
て
こ
わ
い

な
あ
。
お
と
な
の
こ
と
ば
か
り
い
わ

な
い
で
、
こ
ど
も
た
ち
も
火
あ
そ
び

を
し
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
）
と
思

い
ま
し
た
。

去
年
の
火
事
の
思
い
で

中
条
小
四
年
霜
富
沢
留
美
子

　
き
ょ
年
の
六
月
ご
ろ
の
こ
と
で
す

そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
午
後
の
一
時
ご
ろ

で
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
が
、
ガ
ス
で

さ
か
な
を
や
い
て
い
ま
し
た
．
そ
し

て
ざ
し
き
に
ち
ょ
っ
と
用
が
で
き
た

の
で
行
く
と
テ
レ
ビ
番
組
が
は
じ
ま

っ
て
い
ま
し
た
．
そ
れ
で
ち
ょ
っ
ぴ

り
テ
レ
ビ
を
見
ま
し
た
。
ガ
ス
の
こ

と
も
　
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
ま
り
お
も
し
ろ
い
の
で
つ
い
見
て

い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
し
て
い

る
と
き
．
な
が
し
の
方
で
こ
げ
く
さ

い
に
お
い
が
し
て
き
ま
し
た
。
い
そ

い
で
な
が
し
に
行
っ
て
み
る
と
、
ポ

リ
バ
ケ
ツ
に
火
が
つ
い
て
い
ま
し
た

お
ば
あ
さ
ん
は
、
び
っ
ぐ
り
し
て
お

か
あ
さ
ん
を
よ
び
ま
し
た
。
　
「
な
し

た
ん
だ
い
、
す
っ
け
た
ま
げ
た
顔
し

て
。
」
お
ば
あ
さ
ん
は
、
あ
ん
ま
り

お
ど
ろ
い
て
、
こ
と
ば
も
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
が
、
さ
っ
そ

く
な
が
し
に
行
っ
て
み
る
と
、
ガ
ス

の
火
が
ば
け
つ
に
も
え
う
つ
っ
て
い

ま
し
た
．
お
ど
ろ
い
て
「
は
．
は
や

く
ざ
ぶ
と
ん
も
っ
て
き
て
く
ん
ね
か

い
。
」
と
い
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ

ん
は
、
い
そ
い
で
も
っ
て
き
て
ガ
ス

の
上
に
か
ぶ
せ
ま
し
た
。
わ
た
し
と

姉
の
千
夜
子
は
、
な
に
さ
わ
い
で
い

る
の
か
と
思
っ
て
見
に
行
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
お
ど
ろ
い
て
畑
に
い

る
お
と
う
さ
ん
を
よ
び
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
お
と
う
さ
ん
が
、
ホ
ー
ス

で
水
を
あ
ち
こ
ち
か
け
ま
し
た
。
そ

れ
に
兄
の
和
久
も
き
て
水
を
か
け
ま

し
た
。
で
も
火
は
ま
だ
き
え
ま
せ

ん
。
お
と
う
さ
ん
が
大
き
な
ふ
と
ん

を
も
っ
て
き
て
火
の
上
に
か
ぶ
せ
ま

L
た
。
す
る
と
や
っ
と
き
え
ま
し

た
。
和
久
が
ま
だ
も
え
て
い
な
い
か

と
思
ゆ
て
い
ろ
い
ろ
見
る
と
、
え
ん

と
つ
に
つ
た
っ
て
に
か
い
ま
で
火
が

い
こ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

ホ
！
ス
で
水
を
か
け
ま
し
た
．
そ
の

と
き
、
も
え
た
ガ
ラ
ス
に
水
が
あ
た

っ
て
ガ
ラ
ス
が
と
び
ち
っ
て
和
久
の

足
に
ガ
ラ
ス
が
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
．
和
久
の
か
わ
り
に
、
こ
ん
ど
は

千
夜
子
が
水
を
か
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
お
と
う
さ
ん
は
、
ガ
ス
を
み

て
い
ま
し
た
．
そ
し
て
や
っ
と
お
さ

ま
り
ま
し
た
。
ガ
ス
の
よ
こ
に
あ
る

戸
は
も
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
こ

の
と
だ
な
に
入
っ
て
い
る
も
の
も
、

と
だ
な
も
も
え
ま
し
た
．

　
み
ん
な
お
わ
っ
て
か
ら
わ
た
し
が

し
ん
た
く
か
ら
よ
う
や
く
か
え
っ
て

き
ま
し
た
。
お
か
あ
さ
ん
は
、
ガ
ラ

ス
を
ひ
ろ
っ
て
い
ま
し
た
。
お
ば
あ

さ
ん
は
、
青
白
い
顔
を
し
て
じ
ろ
に

こ
し
を
お
ろ
し
て
い
ま
し
た
。
お
か

あ
さ
ん
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
「
こ
し

が
ぬ
け
た
じ
ゅ
ね
か
い
。
」
と
い
い

ま
し
た
．
み
ん
な
じ
ろ
に
す
わ
っ
て

お
茶
を
の
み
な
が
ら
、
　
「
あ
っ
け
の

お
っ
か
ね
め
し
た
の
は
は
じ
め
て
だ

っ
た
ね
」
と
い
い
ま
し
た
。

　
つ
ぎ
の
日
お
と
う
さ
ん
が
も
え
た

戸
だ
な
や
戸
を
川
に
な
が
し
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
あ
ん
な
め
に

あ
わ
な
い
よ
う
に
小
さ
な
し
ょ
う
か

き
を
、
買
っ
て
き
て
な
が
し
に
お
き

ま
し
た
。
わ
た
し
は
あ
ん
な
お
そ
ろ

し
い
め
に
あ
っ
た
こ
と
は
は
じ
め
て

で
し
た
。
火
じ
の
あ
っ
た
日
の
夜
は

あ
ま
り
み
ん
な
が
ね
む
れ
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
終
り

農
地
は
無
断
で
転

用
し
な
い
よ
う
〃

　
最
近
生
産
力
の
低
い
土
地
に
植
林

し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
ふ
え
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
も
ち

諭
農
地
（
田
、
畑
）
を
住
宅
及
び
工

囎
敷
地
に
す
る
場
合
は
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。

　
許
可
の
手
続
き
は
、
農
業
委
員
会

で
く
わ
し
く
ご
指
導
い
た
し
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
出
で
下
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
埋
設
工

事
に
ご
協
力
を

　
電
話
局
で
は
ケ
ー
ブ
ラ
増
設
工
事

の
た
め
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
市
内

各
所
で
道
路
に
ケ
ー
ブ
ル
埋
設
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
電
話
局
）

一307一


